
○教員の感想より ～現在の児童の状況から
模索開始～
・漢字練習で，間違って止まってしまう子供に，２
度目までは自分でチャレンジ，３度目は手本を
みせて励ますようにしました。
・目からの情報が入りやすい子供には，絵や色
を使った板書を工夫しました。新しいことが入り
にくい子供には，作業の前に声掛けをするよう
にしました。

Ａ⼩学校では，教員の障害やその指導⽅法に関する理解と，ユニバーサルデザインに

よる授業づくりを中⼼に進めてきました。全ての学年・学級の教員が，研修会や授業研

究を繰り返し⾏うことで徐々に理解を深めるとともに，児童にとって分かりやすい授業

を求めて実践を重ねてきました。

Ｂ特別支援学校（知的障害）との交流及び共同学習「ふれあい祭り」は，共生社会を考
える上で大変参考になる取組でした。

Ａ小学校の各学級がゲームコーナーを企画し，児童がそれらを回っ
て楽しむという内容でしたが，Ｂ特別支援学校の児童を楽しませるた
めだけに⾏う⾏事ではなく，併設の幼稚園児，⼩学１年⽣から６年⽣，
Ｂ特別支援学校の児童の参加者全員が楽しむための工夫されていまし
た。みんなが思い切り楽しみ，みんなが満⾜していました。「共に学
ぶ」教育が具現化された姿としてモデルとなる活動でした。
また，この交流及び共同学習は，数⼗年前から継続して⾏われてい

る活動です。現在のＡ小学校の保護者には，小学生のときにこの活動を経験した方もいま
す。こうした意味では，児童と保護者が同じ思い，感覚を持っている地域だと言えます。
Ａ小学校の教育が地域の共生社会の実現に向けた基盤になっています。
「共に学ぶ」教育を推進する上で，交流及び共同学習の実施と⼯夫は⽋かすことのでき

ない取組内容です。

・ しえん学校のみなさんがきてくれたので，小学校にえがおが，た
くさんつくれました。（２年生）
・ 今日，こうやって会ってみたら，ふつうにふれあえたので，よかっ
たです。「ふれあい」とは，知らない子と「友達」になる！ということ
を，改めて感じました。（６年生）
・ しえん学校のみんなが帰るとき，すごく笑がおだったので，よか
ったなと思いました。（６年生）
・ 笑顔があふれるすてきな会になってました。（保護者）

○教員の感想より ～障害特性や認知特性を
もとにした工夫，次の学びへ～
・ワーキングメモリーについての講話をいただ
き，子供への指示はなるべく短くするように心掛
けています。以前よりも子供への指示が通るよ
うになったと感じています。
・次回もユニバーサルデザインの手立てや合理
的配慮について指導をいただきたいです。

○教員の感想より ～理解の深まりと，ＰＤＣＡ
の始まり～
・ノートやワークシート等は皆一緒にしなくても，
その子に応じたものを作って学びやすい環境を
作ってあげることが大事だと思いました。
・子どもの困り感を真剣に考え授業を作ろうとし
ました。ただ，適切なスモールステップの方法な
ど，子どもに合っていない場合があるので、経験
と実践，分析を繰り返していきたいです。

子供の話題でいっぱいの職員室

共に学ぶ教育推進モデル事業

宮城県教育委員会（平成31年3⽉）

共に学ぶ教育推進モデル事業 宮城県教育委員会では，障害の有無に

よらず全ての児童生徒が，地域の学校で教育的ニーズに応じた教育を受ける「共に

学ぶ」教育を推進しています。年３回，⼤学教員や臨床⼼理⼠などの専⾨家をモデ

ル校に派遣しています。その中で，インクルーシブ教育システム構築と共生社会の

実現を目指しています。

スタートモデル（試案） 「共に学ぶ」教育や共⽣社会実現の⼤切さ

は分かりますが，何からどのように始めたらよいか迷ってしまうという先生，学校

のために作成しました。「共に学ぶ」教育推進の担当者，担当分掌を決めて，⼀年

目の取組内容を計画，実施していきます。小学校のモデルを示しますが，中学校や

高等学校でも一部参考にできる内容となっています。ぜひ，ご覧ください。

－ 皆さんの学校でも，「共に学ぶ」教育を始めてみませんか︖ －

小学校の通常の学級における



1 特別支援教育に関する研修会 10 地域の特別支援学校との交流及び共同学習

2
共生社会，インクルーシブ教育システム構築，合理的
配慮等に関する研修会

11 障害理解，自己理解に関する授業実践と授業研究

3
支援を要する子供の実態把握と障害理解の研修
会とケース会議

12
特別支援教育や「共に学ぶ」教育をテーマとした共同
研究

4
個別の指導計画・個別の教育支援計画（合理的配
慮を含む）の研修会と作成

13
多様な学びの場の設置（特別支援学級，通級による指
導）

5 自立活動に関する研修会と授業実践，授業研究 14 保護者との連携

6
ユニバーサルデザインによる授業づくり・学級づくり
の研修会と授業実践，授業研究

15 校内の引継ぎとシステムづくり

7
主体的・対話的で深い学びを目指した授業実践と授業
研究

16 外部との引継ぎとシステムづくり

8 学力保障，補充の取組 17 関係機関との連携とシステムづくり

9 校内での交流及び共同学習

「共に学ぶ」教育を推進するための取組内容一覧

→ 専門家の活用について

共に学ぶ教育推進モデル事業
のモデル校に指定されると，それ
ぞれの取組を実施する際に，大
学教授や臨床心理士などの専門
家が県教育委員会から派遣され
指導助言を得ることができます。
しかし，モデル校に指定されて

いなくても，スクールカウンセラー
や特別支援学校のコーディネー
ターなど，身近にいる専門的な知
識や経験のある方の活用を検討
してみましょう。
そして，更に取組内容を充実さ

せていきましょう。

「共に学ぶ」教育をスタートする⼀年⽬の取組について，

モデルを提案します。放課後や夏季休業期間などを利⽤して，

年3回，教員で取り組む内容です。それ以外に，子供たちが

主体的に取り組む「交流及び共同学習」を提案します。

①⽀援を要する⼦供の実態把握と障害理解の研修会とケ

ース会議 → 各学級の特別な支援を要する児童につ

いて，専門家による観察結果と障害を考慮した解釈を聞

きながら，教職員全員で研修と情報交換を⾏います。

②個別の指導計画・個別の教育⽀援計画（合理的配慮を

含む）の研修会と作成 → 個別の教育支援計画，個

別の指導計画の作成と活用について研修しながら，学校

独自の様式と実際の記入内容を合わせて検討します。特

別な支援を要する児童，全員の作成を目指します。

③ユニバーサルデザインによる授業づくり・学級づくり

の研修会と授業実践，授業研究 → ユニバーサルデ

ザインの授業づくりを⾏い，その授業検討会と研修会を

合わせて実施します。実際の授業について分析すること

で，ユニバーサルデザインによる授業づくりについて理

解を深めます。特別な支援を要する児童だけでなく，全

ての児童のための分かりやすい授業づくりを目指します。

○交流及び共同学習 → 最終ページＡ小学校の実践をご

覧ください。とても⼤切な取組です。 参考

提 案
それぞれの取組内容にはねらいがあります。

ここでは，

「教師の理解・意識変容」 「学級経営・授業改善」

「⼦供への理解啓発」 「保護者への発信」

「地域への発信」

の五つを示しました。「共に学ぶ」教育を推進する上で，

重要なねらいとなります。

それぞれの取組内容について，何をねらいとして実

施するのか，ｃｈｅｃｋしてみてください。

◎︓主とするねらい ○︓準ずるねらい

とします。重点化やバランスを図る際の参考にもなり

ます。

なお，例えば校内で実施する研修会に，中学校区の

幼稚園，小学校，中学校に参加の案内をしたとしたら，

「地域への発信」をねらいの一つとしてｃｈｅｃｋする

ことができるでしょう。
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「共に学ぶ」教育推進 担当者・担当分掌

（ ）

①

②

③

○○学校インクルーシブ教育システム構築・『共に学ぶ』教育スタート計画

数年後の目標
① 学校・先生は，
② 子供は，
③ 保護者は，
④ 地域は，
⑤

共生社会
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三年後の目標

教
師
の
理
解
・

意
識
変
容

学
級
経
営
・

授
業
改
善

子
供
へ
の

理
解
啓
発

保
護
者
へ
の

発
信

地
域
へ
の

発
信



＜付録＞ 

 

1 特別支援教育に関する研修会 10 地域の特別支援学校との交流及び共同学習

2
共生社会，インクルーシブ教育システム構築，合理的
配慮等に関する研修会

11 障害理解，自己理解に関する授業実践と授業研究

3
支援を要する子供の実態把握と障害理解の研修会と
ケース会議

12
特別支援教育や「共に学ぶ」教育をテーマとした共同
研究

4
個別の指導計画・個別の教育支援計画（合理的配慮
を含む）の研修会と作成

13
多様な学びの場の設置（特別支援学級，通級による指
導）

5 自立活動に関する研修会と授業実践，授業研究 14 保護者との連携

6
ユニバーサルデザインによる授業づくり・学級づくりの
研修会と授業実践，授業研究

15 校内の引継ぎとシステムづくり

7
主体的・対話的で深い学びを目指した授業実践と授業
研究

16 外部との引継ぎとシステムづくり

8 学力補充の取組 17 関係機関との連携とシステムづくり

9 校内での交流及び共同学習

「共に学ぶ」教育を推進するための取組内容一覧


